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1.はじめに 

1.1全体 

まず、今回のテストはシステムテストを実施して不具合を抽出するものである。なお、”不具合”とはシステムがユーザーの期待した機能、結果を提供できない事と定義する。 

1.2テストスコープ 

サーミスタ温度制御等のユーザーが直接関わらない機能についてのテストは実施せず、ユーザーにとって影響が大きい、代表的なポットの機能（バグが残っていると企業リ

スクが高くなる機能）に重点を絞ってテスト設計を行う。また、ブザー音質や操作性などはシナリオテストで実施することとする。（詳細は図 3） 

シナリオテストを実施することにより、最終的な品質を保証する。 

基本機能テスト実施 シナリオテスト実施 テスト対象外 

蓋データ出力制御 ロック制御 サーミスタ実測値確認 

水位データ管理 各種操作時のブザー音質 ヒータ制御方式確認 

タイマー制御 エラー検知時の動作 エラー検知方式確認 

給湯制御 操作性（ユーザビリティ）確認 - 

沸騰制御 - - 

保温制御 - - 

アイドル制御 - - 

図 3 

1.3テスト設計/分析コンセプト 

■第三者が理解可能な分析/設計を行う 

・分析から設計までをできるだけモデルで表現する。 ・分析段階でトレーサビリティを明記する。 

■ユーザーが使う事を考慮したテスト設計 

・ユーザーの性格（癖）を考慮したテスト分析/設計  ・ユーザーの環境を考慮したテスト分析/設計 

1.4テスト目的 

■目的①：市場流出不具合防止 

☆基本機能確認 … 要求に従って動作しているかを検証する。要求に定義されていないものについても実施する。 

☆信頼性確認 … あらゆる環境下での挙動、機能性について問題ないかを検証する。 

☆効率性確認 …演算時間、応答時間、連続操作後の動作、長時間稼動後の動作など、システム性能目標が達成されているかを検証する。 

■目的②：ユーザー満足度の追求 

☆理解性確認 … システムの使いやすさ、ユーザーの立場で機能を満たしているかを検証する 

☆習得性確認 … システムの見易さ、覚えやすさ、直感的に操作しやすいかを検証する 
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2.テスト分析 

2.1全体理解 

データフローダイアグラム作成を作成し、全体仕様を把握する。（図.4） 

テスト対象の全体像（機能間の繋がり）を把握する為、DFD図を作成する。DFD図では仕様書の記載 No.を記述する事で、機能記載漏れを防ぐ。 

2.2独自分析表 

品質特性の観点及び、ユーザーの性格及び環境を考慮した分析から検証内容を抽出する。（図.5） 

黒字が品質特性の観点から抽出した内容、赤字がユーザーの性格及び、環境を考慮して抽出した検証内容となる。 

 

 

図.4         図.5 
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3.テストアーキテクチャ 

3.1テスト俯瞰図 

テストの厚みやテスト設計順（方針）・実施順を下記テスト俯瞰図にて表現する。 

まずは緑色の枠でそれぞれ「テスト対象機能」、「テストタイプ」、「テスト技法」のテストフレームを作成する。その後、レベル枠を作成、機能レベルのテストバスケットを

作成して全体を表現。テストフレームのサイズが大きいほど、そのテストにかける工数が大きくなることを示している。（テスト厚みの表現）今回はレベル 1・レベル 2まで

を機能テスト、レベル 3からは非機能テストを中心としている。また、基本的にはレベル 1(機能レベルが下位のもの)からテスト設計及び実施をしていくが、レベル 3の「習

得性確認」や「理解性確認」については、早い段階で実施しなければフィードバック、修正が間に合わない為、レベル 1、レベル 2と平行してテスト実施していくこととなる。 

3.2テスト俯瞰表 

テスト俯瞰図を具体的に理解・把握する為、テスト俯瞰表を作成する。 

テスト俯瞰表ではテストカテゴリ欄及び仕様書 No.欄を追加することにより、より具体的に表現し、且つトレーサビリティを確保する。 

 

＜テスト俯瞰図＞         ＜テスト俯瞰表＞ 

 

 



4 

4.テスト設計 

テスト設計結果の一部を抜粋して記載 

4.1タイマー制御のテスト設計 

4.1.1タイマー制御_状態遷移図 

 

4.1.2タイマー制御_状態遷移表 
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4.1.3タイマー制御_関係行列、1スイッチカバレッジ表 

タイマ機能の関係行列
後状態

前状態

①コンセント未接続 コンセント接続

②デフォルト状態 コンセントを外す 100msec押下

③タイマ入力待ち コンセントを外す 100msec押下 1sec待機

④タイマ動作中 コンセントを外す
300sec押下
タイムアップ

100msec押下

1スイッチカバレッジ表
後状態

前状態

①コンセント未接続
コンセント接続

+
コンセントを外す

コンセント接続
+

100msec押下

②デフォルト状態
コンセントを外す

+
コンセント接続

100msec押下
+

100msec押下

100msec押下
+

1sec待機

③タイマ入力待ち

・1sec待機+300sec押下
・1sec待機+タイムアップ
・コンセントを外す
　+コンセント接続

100msec押下
+

100msec押下

100msec押下
+

1sec待機

④タイマ動作中
コンセントを外す

+
コンセント接続

100msec押下
+

100msec押下

100msec押下
+

1sec待機

①コンセント未接続 ②デフォルト状態 ③タイマ入力待ち ④タイマ動作中

①コンセント未接続 ②デフォルト状態 ③タイマ入力待ち ④タイマ動作中

タイマ入力待ち/タイマ動作中に、時間を追
加してもタイマが動作することを確認する手段
として、1スイッチカバレッジで網羅する

 

4.2給湯制御のテスト設計 

4.2.1給湯制御_CFD 
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4.2.2給湯制御_デシジョンテーブル 

YES ○ ○ ○ ○ ○
NO ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
解除状態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - -
ロック状態 ○ - - - - -
満水センサ以上 ○ ○
満水センサ未満～
第4センサ以上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第4センサ未満～
第3センサ以上
第3センサ未満～
第2センサ以上
第2センサ未満～
第1センサ以上
第1センサ未満～
水量0

○ ○

ON ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - -
OFF ○ - - - - -
ON ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
OFF ○ ○
無し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有り ○ ○
YES ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - -
NO ○ - - - - -
ON ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - -
OFF ○ - - - - -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

○
○ ○ ○ ○

給湯開始確認 給湯中止確認給湯制御確認デシジョンテーブル

給湯しない

温度エラー
検知

保温行為中

給湯ボタン

要素

給湯中

結果
給湯継続
給湯中止

ロック

水量

蓋センサ

ヒータ用
電源

給湯開始

同値扱い

 

4.3シナリオテスト設計 

ここまでのテスト設計では、機能的な確認項目であったが、ここからはシナリオテストを実施する為のテスト設計を行う。 

シナリオテストを実施する事により、機能テストでは発見できなかった不具合を発見することはもとより、製品に対する最終的な品質を保証するものとする 

4.3.1ALL-Pair法によるシナリオテスト_状態 FL表 
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4.3.2ALL-Pair法によるシナリオテスト_状態禁則マトリクス 

 

4.3.3ALL-Pair法によるシナリオテスト_直交表 
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4.3.4ALL-Pair法によるシナリオテスト_操作内容 

作成した状態に対して、下記表の性格毎の操作を実施し、不具合を抽出する。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

※共通の確認観点として、ブザー音の音声品質、ポット上の各種表示確認を行うこと 


